
おわりに

教育改革の大きなうねりの中、「総合的な学習の時間」を中心にして学校改善が進めら

れています。小学校・中学校においては、全面実施を１年後に控えて、全ての学校で、各

学校の特色を生かした実践が進められています。盲・聾・養護学校では、領域・教科を合

わせた指導との関連を整理しつつ、その成果を生かした試行が行われています。また、高

等学校においても「総合的な学習の時間」を経験した生徒たちが入学してくることを踏ま

え、生涯学習につながる「総合的な学習の時間」の取組が始まっています。

そこで、当センターでは、昨年度｢総合的な学習の時間｣研究プロジェクトを立ち上げ、

２年目である本年度は、「総合的な学習の時間」を位置付けた「カリキュラム開発」に視

点を当て、本教育資料を一つの提言として府内各校にお届けすることにしました。

資料の特徴としては、小学校、中学校、高等学校、盲・聾・養護学校の全校種について

「カリキュラム開発」の進め方を追究しています。

また、「総合的な学習の時間」を位置付けた「カリキュラム開発」の視点を掘り下げ、

各校種別に実践例やプラン例を掲載しています。見やすく、分かりやすいように具体例を

あげ、図や表を多用しました。

本年度の研究は、スーパーバイザーとして、あるいは研究協力員として、下記の先生方

にお世話になりました。また、京都府教育庁指導部高校教育課との合同研究体制をとるこ

とができました。

この教育資料は、皆様の御協力の賜であると感謝し、各校での実践に役立つことを願っ

ております。
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